
▼
最
後
ま
で
拡
大
の
追
求
を

日
本
医
労
連
は
、
昨
年
の
第
68
回

定
期
大
会
で
10
年
連
続
増
勢
を
達
成

し
、
過
去
最
高
の
17
万
7
0
9
3
人

に
到
達
し
ま
し
た
。
全
国
の
仲
間
の

み
な
さ
ん
の
頑
張
り
で
築
い
た
貴
重

な
到
達
点
で
す
。
「
組
織
拡
大
3
か

年
計
画
」
の
最
終
年
度
に
あ
た
る
2

0
1
8
年
度
は
、
18
万
突
破
、
20
万

医
労
連
早
期
達
成
を
め
ざ
し
て
、
秋

の
拡
大
月
間
、
春
の
新
人
拡
大
、
36

協
定
の
取
組
み
と
結
合
し
た
組
織
拡

大
な
ど
全
国
で
奮
闘
し
、
年
間
1
万

1
千
人
を
超
え
る（
6
月
10
日
現
在
）

仲
間
を
増
や
し
、
昨
年
の
大
会
か
ら

新
た
に
16
の
労
組
が
結
成
、
新
規
加

入
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
度
は
、

よ
り
実
態
に
即
し
た
組
織
現
勢
の
精

査
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
5
月
末

現
勢
は
、
連
続
増
勢
が
非
常
に
厳
し

い
状
況
で
す
。

組
織
の
拡
大
強
化
は
、
力
関
係
を

変
え
、
要
求
を
前
進
さ
せ
る
土
台
で

す
。
全
労
連
の
主
要
単
産
で
、
我
が

国
唯
一
の
医
療
産
別
で
あ
る
日
本
医

労
連
の
組
織
動
向
は
、
社
会
的
に
も

影
響
力
を
も
ち
ま
す
。

大
会
ま
で
あ
と
1
ヶ
月
、
職
場
に

は
ま
だ
声
を
か
け
て
い
な
い
新
入
職

員
、
非
正
規
職
員
も
多
数
存
在
し
ま

す
。
増
勢
に
転
じ
、
18
万
を
突
破
す

る
こ
と
は
、
決
し
て
不
可
能
な
目
標

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
て
の
加
盟
組

織
が
日
本
医
労
連
の
定
期
大
会
に
向

け
、
6
月
、
7
月
と
最
後
ま
で
拡
大

を
追
求
し
、
な
ん
と
し
て
も
連
続
増

勢
・
過
去
最
高
の
峰
で
大
会
を
む
か

え
ま
し
ょ
う
。

▼
未
加
入
の
新
入
職
員
に

再
度
働
き
か
け
る

こ
れ
ま
で
の
新
人
拡
大
数
は
、
約

7
5
0
0
人
（
6
月
10
日
現
在
）
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
加
盟
組
合
の
新

入
職
員
数
は
、
全
国
で
2
万
人
を
超

え
て
お
り
、
加
入
は
約
3
〜
4
割
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
新
入

職
員
に
対
し
て
加
入
を
呼
び
か
け
て

い
な
い
単
組
・
支
部
は
、
大
会
ま
で

に
組
合
説
明
会
の
開
催
や
可
能
な
何

ら
か
の
形
で
加
入
の
働
き
か
け
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
加
入
届
を
ど
こ
に
だ

し
た
ら
い
い
か
と
い
う
声
も
毎
年
聞

か
れ
ま
す
。
1
度
の
説
明
会
だ
け
で

な
く
、
給
与
説
明
会
、
共
済
説
明
会
、

退
勤
調
査
で
の
対
話
、
ユ
ニ
オ
ン
カ

フ
ェ
な
ど
、
再
度
働
き
か
け
る
取
り

組
み
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

▼
非
正
規
雇
用
の
仲
間
の
拡
大

常
勤
職
員
が
ユ
ニ
オ
ン
シ
ョ
ッ
プ

の
労
組
を
含
め
、
職
場
に
は
多
く
の

非
正
規
雇
用
労
働
者
が
い
ま
す
。
非

正
規
の
仲
間
の
組
織
化
な
く
し
て
、

職
場
の
多
数
派
を
形
成
し
要
求
を
前

進
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
来
年

か
ら
は
、
不
十
分
で
あ
っ
て
も
「
不

合
理
な
格
差
」
を
禁
止
す
る
パ
ー
ト

・
有
期
労
働
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

大
会
ま
で
に
、
非
正
規
の
仲
間
と
対

話
し
、
声
を
聞
き
、
均
等
待
遇
・
処

遇
改
善
を
勝
ち
取
る
運
動
を
一
緒
に

や
ろ
う
と
労
組
加
入
を
呼
び
か
け
ま

し
ょ
う
。
非
正
規
の
仲
間
を
対
象
と

し
た
組
合
説
明
会
や
共
済
説
明
会
な

ど
を
具
体
化
し
ま
し
ょ
う
。

▼
過
半
数
組
織
の
建
設

「
働
き
方
改
革
」
関
連
法
が
2
0

1
9
年
4
月
か
ら
施
行
さ
れ
、
労
働

者
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め
に

労
働
組
合
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要

で
す
。
組
織
拡
大
は
、
職
場
の
要
求

を
前
進
さ
せ
る
要
で
す
。
仲
間
が
増

え
、
声
を
あ
げ
る
労
働
者
が
増
え
れ

ば
、
職
場
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
全
て
の
労
組
で
過
半
数
組
織
の

建
設
、
組
織
拡
大
と
結
合
し
た
過
半

数
代
表
の
獲
得
を
追
求
し
ま
し
ょ

う
。

▼
全
て
の
加
盟
組
織
、

組
合
員
の
み
な
さ
ん

い
ま
、
平
和
憲
法
を
変
え
、
軍
備

を
増
強
し
て
戦
争
す
る
国
に
む
か
う

の
か
、
格
差
と
貧
困
を
な
く
し
、
社

会
保
障
を
充
実
さ
せ
る
政
治
に
転
換

す
る
の
か
、
歴
史
的
な
岐
路
に
あ
り

ま
す
。
人
間
ら
し
く
生
活
し
働
き
続

け
ら
れ
る
職
場
、
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
医
療
・
介
護
の
実
現
は
、
圧
倒
的

多
数
の
労
働
者
・
国
民
の
要
求
で
す
。

私
た
ち
の
当
た
り
前
の
要
求
が
か

な
う
社
会
を
自
ら
の
手
で
実
現
す
る

た
め
に
、
8
0
0
万
人
の
医
療
・
介

護
・
福
祉
労
働
者
を
視
野
に
、
大
会

を
増
勢
で
迎
え
、
日
本
医
労
連
を
日

本
の
医
療
制
度
・
政
策
に
大
き
な
影

響
力
を
も
つ
組
織
に
飛
躍
さ
せ
ま
し

ょ
う
。

●
報
告
の
お
願
い【
発
2
2
9
号
参
照
】

＊
6
月
、
7
月
の
拡
大
数
は
、
把
握
次

第
、
ご
報
告
く
だ
さ
い
（
最
終
7
月
15

日
）
。

＊
ユ
ニ
オ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の
労
組
で
、
6

月
、
7
月
に
労
組
員
と
し
て
カ
ウ
ン
ト

さ
れ
る
数
に
つ
い
て
も
、
も
れ
な
く
拡

大
数
と
し
て
報
告
を
く
だ
さ
い
。

＊
5
月
末
現
勢
の
修
正
報
告
は
7
月
5

日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

西
日
本
豪
雨
災

害
か
ら
1
年
。
頻

発
す
る
大
災
害
の

教
訓
は
災
害
に
強

い
街
づ
く
り
。
住

民
の
命
を
守
る
医

療
機
関
が
災
害
時

に
機
能
す
る
こ
と
は
重
要
で
す
▼

徳
島
県
の
国
立
徳
島
病
院
は
、
標

高
45
ｍ
の
高
台
に
立
地
し
、
水
害

や
震
災
時
の
津
波
・
液
状
化
の
心

配
が
な
く
、
災
害
支
援
病
院
に
指

定
さ
れ
不
可
欠
な
存
在
。
そ
の
徳

島
病
院
が
統
廃
合
対
象
と
な
り
1

年
半
が
経
っ
た
今
、
病
院
存
続
を

求
め
る
住
民
運
動
が
広
が
り
続
け

て
い
ま
す
。
地
元
が
反
対
す
る
理

由
の
1
つ
、
移
転
先
立
地
が
活
断

層
中
央
構
造
線
に
隣
接
、
液
状
化

問
題
、
豪
雨
時
の
浸
水
洪
水
地
域

で
あ
る
こ
と
▼
内
閣
府
や
総
務
省

に
は
公
共
施
設
を
建
設
す
る
際
の

「
広
域
防
災
拠
点
要
件
」が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
厚
労
省
に
は
同
様

の
要
件
が
存
在
せ
ず
、
新
病
院
建

設
地
で
発
生
す
る
災
害
を
厚
労
省

が
把
握
す
る
仕
組
み
を
持
っ
て
い

な
い
こ
と
が
、
6
月
5
日
の
衆
議

院
厚
労
委
員
会
・
阿
部
知
子
議
員

の
質
問
で
明
ら
か
に
。
徳
島
病
院

統
廃
合
計
画
を
撤
回
し
、
全
国
の

病
院
統
合
や
病
床
削
減
な
ど
地
域

医
療
構
想
の
総
点
検
が
必
要
で
す

▼
東
日
本
大
震
災
時
の
津
波
で
命

を
失
っ
た
業
種
で
多
い
の
は
医
療

介
護
職
と
銀
行
員
。
ト
ッ
プ
か
ら

避
難
指
示
を
職
員
に
出
せ
な
か
っ

た
こ
と
が
悲
劇
を
生
み
ま
し
た
。

地
震
学
者
で
高
知
大
の
岡
村
眞
名

誉
教
授
の
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

時
の
大
津
波
の
備
え
の
指
摘
、「
医

療
介
護
現
場
の
皆
さ
ん
が
一
緒
に

死
ぬ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
の

言
葉
は
重
い
。
現
場
ス
タ
ッ
フ
に

苦
渋
の
選
択
を
さ
せ
な
い
病
院
介

護
施
設
づ
く
り
は
急
務
で
す
。

６月・７月 追い上げで

三浦 宜子
組織共闘局長

１１年連続増勢・過去最高の峰で

定期大会を迎えよう！
６月・７月 追い上げで６月・７月 追い上げで

沖縄県医福労・幸仁会分会沖縄県医福労・幸仁会分会

仲
間
を
増
や
し
実
現
し
よ
う
！

よ
い
医
療
・
介
護
と
働
き
や
す
い
職
場

▼５月結成

愛知・緑区ケアユニオン愛知・緑区ケアユニオン

▼４月結成

介
護
の
未
来
が
か
か
っ
た
裁
判
が
東
京
高
裁
に
移
り
ま
す

介
護
の
未
来
が
か
か
っ
た
裁
判
が
東
京
高
裁
に
移
り
ま
す

特
養
あ
ず
み
の
里
裁
判

特
養
あ
ず
み
の
里
裁
判

目
標
45
万
筆
／
締
切
8
月
末
／
集
約
日
本
医
労
連
介
護
担
当
宛

目目
標標
45
万
筆
／
締締
切切
8
月
末
／
集集
約約
日日
本本
医医
労労
連連
介介
護護
担担
当当
宛宛
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講

演

記

念

会

分

科

低
す
ぎ
る
人
員
配
置
基
準
の

抜
本
的
な
引
き
上
げ
を

交
渉
団
は
、質
問
主
意
書
の
答
弁
で「
長

期
入
院
が
多
い
た
め
精
神
病
床
の
人
員
配

置
基
準
を
一
般
病
床
よ
り
低
い
療
養
病
床

相
当
に
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と

に
対
し
、
実
態
に
全
く
合
っ
て
い
な
い
と

指
摘
。
精
神
科
の
1
0
0
床
当
た
り
の
看

護
職
員
数
（
2
0
1
7
年
度
病
院
報
告
）

は
、
一
般
病
院
と
比
較
す
る
と
半
分
以
下

で
あ
り
、
急
性
期
だ
け
で
な
く
全
て
の
期

間
で
一
般
病
床
と
同
等
以
上
に
引
き
上
げ

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
担
当
官
は
、
精
神

科
の
担
う
役
割
は
認
識
し
て
い
る
が
、
全

体
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
精
神
科
だ
け

を
引
き
上
げ
る
と
他
で
人
員
確
保
が
で
き

な
く
な
る
等
の
問
題
も
あ
る
と
回
答
。
交

渉
団
は
、
人
員
不
足
と
い
う
の
な
ら
養
成

数
を
増
や
す
な
ど
の
対
応
を
す
べ
き
で
、

精
神
科
に
矛
盾
と
犠
牲
を
押
し
付
け
て
放

置
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
強
く
訴
え

ま
し
た
。

身
体
拘
束
・
隔
離
を
な
く
す

た
め
の
施
策
は
緊
急
課
題

厚
労
省
の
6
3
0
調
査
結
果
で
は
、
身

体
拘
束
・
隔
離
が
10
年
間
で
約
2
倍
に
増

え
て
い
る
こ
と
や
、
2
0
1
7
年
度
調
査

に
お
い
て
、
身
体
拘
束
の
64
％
が
65
歳
以

上
、1
年
以
上
の
長
期
入
院
患
者
が
51
％
、

ま
た
、
認
知
症
の
拘
束
率
が
高
値
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
、
根
本
的
な
問
題
は
マ
ン

パ
ワ
ー
不
足
に
あ
る
と
指
摘
。
国
と
し
て

隔
離
・
拘
束
を
な
く
す
意
思
を
示
し
て
ほ

し
い
と
要
請
し
ま
し
た
。

国
の
責
任
で
、
地
域
移
行
の

た
め
の
体
制
整
備
を

「
精
神
保
健
福
祉
予
算
の
抜
本
的
な
拡

充
を
図
り
、
国
・
自
治
体
の
責
任
で
、
精

神
疾
患
を
持
つ
人
の
地
域
で
の
生
活
を
支

え
る
体
制
整
備
を
計
画
的
に
す
す
め
る
こ

と
」
と
い
う
要
請
に
対
し
、
担
当
官
か
ら

は
、
精
神
障
害
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
る
と

毎
回
同
様
の
回
答
が
さ
れ
ま
し
た
。
交
渉

団
は
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
計
画
的
に
体

制
整
備
す
べ
き
、
個
々
の
病
院
や
自
治
体

任
せ
で
は
進
ま
な
い
課
題
と
指
摘
。
ベ
ル

ギ
ー
は
、
日
本
同
様
に
民
間
の
精
神
病
床

が
多
く
あ
る
が
、
病
床
削
減
に
よ
る
減
収

分
を
一
定
期
間
、
国
が
補
償
し
た
こ
と
で

マ
ン
パ
ワ
ー
も
地
域
へ
と
転
換
し
て
い
っ

た
と
紹
介
し
、
病
床
削
減
だ
け
に
特
化
し

た
や
り
方
で
は
な
く
、
受
け
皿
と
な
る
地

域
の
支
援
体
制
を
国
の
責
任
で
整
備
す
べ

き
と
強
く
要
請
。
労
働
者
の
雇
用
保
障
や

地
域
移
行
の
た
め
の
教
育
研
修
も
必
要
と

訴
え
ま
し
た
。

当
事
者
の
声
を
政
策
に
反
映
、

精
神
疾
患
に
対
す
る
啓
発
を

「
患
者
の
権
利
擁
護
、
精
神
疾
患
に
対

す
る
啓
発
を
す
す
め
る
こ
と
」
と
い
う
要

請
に
対
し
、
厚
労
省
は
「
障
害
者
差
別
解

消
法
」で
も
啓
発
活
動
を
す
す
め
て
お
り
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
総
合
サ
イ
ト
で
も
一
般

向
け
に
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
や
啓
発
を

し
て
い
る
と
回
答
。
交
渉
団
は
、
ま
だ
ま

だ
社
会
防
衛
的
な
側
面
が
強
く
残
っ
て
い

る
。
学
校
教
育
の
中
で
も
精
神
疾
患
に
つ

い
て
し
っ
か
り
学
べ
る
機
会
を
つ
く
る
こ

と
や
、
当
事
者
の
意
見
が
施
策
に
反
映
さ

れ
る
よ
う
、
発
言
す
る
た
め
の
支
援
も
必

要
と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
精
神
障
害
者

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
（
自
ら
の
体
験
に
基
づ

い
て
、
障
が
い
の
あ
る
人
を
支
え
る
活
動

を
し
て
い
る
人
）
の
育
成
を
重
視
す
る
な

ど
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
差
別
や
偏
見
を

な
く
す
啓
発
を
行
う
よ
う
要
請
し
ま
し

た
。参

加
者
は
要
請
後
、
署
名
の
紹
介
議
員

21
人
を
訪
問
。
4
人
の
議
員
と
面
談
し
、

現
場
の
実
態
等
を
訴
え
ま
し
た
。

５
月
２７
日
、
日
本
医
労
連
・
精
神
部
会
は
、
厚
労
省
要
請

を
行
い
、
人
員
配
置
の
引
き
上
げ
や
地
域
移
行
の
体
制
整
備

な
ど
、
精
神
保
健
医
療
福
祉
の
改
善
を
求
め
ま
し
た
。
医
労

連
か
ら
は
１１
人
が
参
加
、厚
労
省
か
ら
は
障
害
保
健
福
祉
部
、

医
政
局
、
保
険
局
、
老
健
局
が
対
応
し
ま
し
た
。

看
護
師
・
介
護
職
の
特

定
最
低
賃
金
の
新
設
を
求

め
る
自
治
体
「
意
見
書
」

採
択
は
、
4
月
末
ま
で
に

看
護
師
で
43
自
治
体
、
介

護
職
で
21
自
治
体
と
な
っ

て
い
ま
す
。
秋
田
で
は
、

26
自
治
体
中
（
県
含
め
）

23
自
治
体
で
「
意
見
書
」

の
採
択
に
至
っ
て
い
ま

す
。
訪
問
先
で
は
、
「
知

り
合
い
の
娘
が
看
護
師
を

し
て
い
る
」
「
親
の
介
護

で
大
変
そ
う
な
職
員
も
い

る
」な
ど
と
話
し
が
弾
み
、

介
護
従
事
者
確
保
の
大
変

さ
が
共
通
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
秋
田

に
は
地
域
別
の
特
定
最
賃

が
い
く
つ
か
あ
る
こ
と
を

伝
え
る
と
「
そ
う
か
、
看

護
師
だ
け
が
特
別
じ
ゃ
な
い
の

か
」
と
驚
き
を
も
っ
て
受
け
止
め

が
さ
れ
ま
し
た
。
医
師
を
除
け
ば

医
療
や
介
護
は
他
産
業
に
比
べ
て

低
い
賃
金
実
態
に
あ
る
こ
と
や
、

同
じ
資
格
で
あ
り
な
が
ら
働
く
と

こ
ろ
に
よ
っ
て
看
護
師
の
初
任
給

は
8
万
円
も
の
差
が
あ
り
、
他
県

に
移
っ
て
し
ま
う
こ
と
な
ど
を
紹

介
す
る
と
、
仙
台
に
近
い
県
南
地

域
の
自
治
体
で
は
理
解
が
深
ま
り

ま
し
た
。

秋
田
県
議
会
は
、
2
0
1
8
年

7
月
13
日
議
会
で
「
最
低
賃
金
の

引
上
げ
及
び
中
小
企
業
支
援
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」
を

採
択
。
意
見
書
で
は
「
非
正
規
雇

用
労
働
者
が
全
雇
用
労
働
者
の
約

4
割
を
占
め
る
中
、
賃
金
水
準
を

は
じ
め
と
す
る
格
差
や
貧
困
の
問

題
が
顕
著
と
な
っ
て
き
て
お
り
、

特
に
親
の
貧
困
が
子
供
の
成
長
を

阻
害
す
る
と
い
う
貧
困
の
連
鎖
が

新
た
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
」
と
指
摘
し
な
が
ら
、
最
低
賃

金
の
大
幅
引
き
上
げ
を
国
に
求
め

ま
し
た
。

福
井
県
・
西
川
前
知
事
は「『
地

方
と
都
市
に
お
け
る
賃
金
格
差
』

の
是
正
が
語
ら
れ
て
い
な
い
、
政

府
は
地
域
間
の
賃
金
格
差
こ
そ
直

す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
格
差
を
容

認
し
て
い
る
最
低
賃
金
制
度
を
ま

ず
は
是
正
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

語
り
、
「
最
低
賃
金
は
『
全
国
一

律
1
0
0
0
円
』
に
す
る
べ
き

だ
、
地
域
別
の
最
低
賃
金
は
世
界

の
常
識
で
は
な
い
」
と
主
張
し
ま

し
た
。

山
形
県
・
吉
村
県
知
事
は
政
府

に
対
し
「
地
域
最
賃
の
ラ
ン
ク
制

度
を
廃
止
し
、全
国
一
律
の
適
用
」

を
要
望
。
同
県
の
担
当
者
は
「
若

い
人
の
大
都
市
圏
へ
の
流
出
は
深

刻
。
所
得
を
向
上
さ
せ
生
活
を
安

定
さ
せ
る
こ
と
で
地
域
経
済
の
好

循
環
を
図
る
こ
と
が
必
要
」
と
語

っ
て
い
ま
す
。

日
本
医
労
連
は
５
月
１０
日
、
全
国
を
適
用
範
囲

と
す
る
看
護
師
・
介
護
職
の
特
定
最
賃
新
設
を
求

め
、
厚
生
労
働
大
臣
に
申
出
ま
し
た
。
昨
年
、
厚

労
省
は
特
定
最
賃
の
要
件
に
照
ら
し
「
中
央
最
低

賃
金
審
議
会
に
諮
問
し
な
い
」
と
判
断
し
た
こ
と

か
ら
、
今
年
は
申
出
理
由
を
補
強
し
て
い
ま
す
。

訴
え
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

政
府
は
、
今
後
の
介
護
保
険
制

度
の
あ
り
方
の
議
論
し
て
い
る
財

政
制
度
審
議
会
（
2
0
1
9
年
4

月
23
日
）
の
な
か
で
、
「
民
間
企

業
の
参
入
と
サ
ー
ビ
ス
価
格
の
透

明
性
向
上
・
競
争
推
進
」
の
議
論

を
す
す
め
て
い
ま
す
。
こ
の
議
論

で
は
、
介
護
保
険
制
度
に
お
い
て

は
事
業
者
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
公

定
価
格
（
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
額
）
を

下
回
る
価
格
を
設
定
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提

に
、
事
業
者
間
の
サ
ー
ビ
ス
価
格

の
競
争
を
促
し
、
サ
ー
ビ
ス
が
よ

り
安
価
に
提
供
さ
れ
る
仕
組
み
の

構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

介
護
事
業
に
お
け
る
人
件
費
割

合
は
60
％
を
超
え
、
一
部
サ
ー
ビ

ス
に
は
80
％
を
超
え
る
事
業
も
あ

り
ま
す
。
人
件
費
割
合
が
6
割
を

超
え
7
割
、
8
割
に
達
す
る
よ
う

な
事
業
で
、
政
府
が
議
論
し
て
い

る
「
サ
ー
ビ
ス
価
格
の
競
争
」
が

促
進
さ
れ
れ
ば
、
事
業
者
間
の
価

格
競
争
に
打
ち
勝
つ
た
め
に
人
件

費
を
抑
制
し
て
サ
ー
ビ
ス
価
格
を

引
き
下
げ
よ
う
と
す
る
事
業
者
が

出
て
く
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

ま
た
、
そ
う
な
れ
ば
介
護
の
質
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
不
公
正
な
競
争
を
抑

止
し
、
介
護
の
質
を
確
保
す
る
た

め
に
も
、
介
護
労
働
者
の
賃
金
の

下
限
を
特
定
最
賃
と
し
て
設
定
す

る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

2
0
1
3
年
の
時

点
で
、
地
域
別
の
最

低
賃
金
を
導
入
し
て

い
る
国
は
、カ
ナ
ダ
、

中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
日
本
の
4
カ
国

の
み
で
す
。
こ
れ
は

全
体
の
わ
ず
か
3
％

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

Ｉ
Ｌ
Ｏ
調
査
報
告

は
比
較
の
視
点
か

ら
、
日
本
の
最
低
賃

金
制
の
特
異
性
を
指
摘
し
て
い
ま

す
。
日
本
で
は
細
か
い
地
域
別
最

賃
の
他
に
、
地
域
ご
と
に
細
か
い

産
業
別
最
賃
も
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
、
複
数
の
最
低
賃

金
は
最
低
賃
金
制
を
変
質
さ
せ
る

と
み
て
お
り
、
複
数
最
低
賃
金
を

設
定
し
て
き
た
国
で
は
、
貧
困
根

絶
と
格
差
是
正
に
向
け
、
最
低
賃

金
制
の
役
割
を
強
化
す
る
た
め

に
、
最
低
賃
金
の
数
を
減
ら
し
、

全
国
一
律
の
方
向
に
進
ん
で
き
ま

し
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
1
9
7
0

年
に
全
国
一
律
制
（
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
）

が
導
入
さ
れ
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
1
9

8
4
年
に
20
州
で
そ
れ
ぞ
れ
設
定

し
て
い
た
地
域
別
最
賃
を
廃
止
し

て
全
国
一
律
制
を
導
入
し
ま
し

た
。
イ
ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
で
は

1
9
9
6
年
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
は

1
9
9
8
年
に
同
様
の
制
度
改
正

が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

全全
国国
一一
律律
最最
賃賃
制制
度度
のの
実実
現現
とと
、、
看看
護護
師師
・・

介介
護護
職職
のの
特特
定定
最最
賃賃
のの
新新
設設
をを
求求
めめ
、、
自自
治治

体体
要要
請請
でで
粘粘
りり
強強
くく
訴訴
ええ
まま
しし
ょょ
うう
。。

記
念
講
演
は
、
現
場
の
実
践
に

活
か
せ
る
話
し
が
聞
き
た
い
と
い

う
希
望
に
沿
っ
て
、竹
沢
清
氏（
元

ろ
う
学
校
教
員
、
あ
い
ち
障
が
い

者
セ
ン
タ
ー
講
師
）を
お
招
き
し
、

「
障
害
児
と
の
出
会
い
で
見
え
て

き
た
こ
と
〜
支
援
・
実
践
の
要
は

人
間
理
解
〜
」
を
テ
ー
マ
に
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
教
育
現
場

で
の
や
り
取
り
さ
な
が
ら
の
身
振

り
・
手
振
り
を
交
え
た
講
演
で
、

子
ど
も
た
ち
と
の
か
か
わ
り
の
基

本
と
な
る
「
人
間
理
解
と
は
」
に

つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
し

て
く
だ
さ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
成

長
に
携
わ
る
仕
事
の
喜
び
や
素
晴

ら
し
さ
も
感
じ
取
れ
る
講
演
内
容

で
し
た
。

分
科
会
は
、
障
害
福
祉
分
野
と

児
童
福
祉
分
野
に
分
か
れ
、
現
場

の
実
態
や
労
働
組
合
の
取
り
組
み

な
ど
に
つ
い
て
交
流
し
ま
し
た
。

障
害
福
祉
分
科
会
で
は
、
職
場

の
体
制
不
足
が
交
流
の
中
心
と
な

り
、
人
員
不
足
が
理
由
で
個
別
支

援
計
画
で
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
で
き
ず
に
利
用
者
に
し
わ
寄
せ

が
及
ん
で
い
る
実
態
な
ど
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
組
合
活
動

の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
悩
み
が
出

さ
れ
、
組
合
員
で
あ
る
こ
と
の
メ

リ
ッ
ト
を
打
ち
出
す
た
め
に
ど
う

す
る
か
な
ど
の
交
流
が
さ
れ
ま
し

た
。児

童
福
祉
分
科
会
で
は
、
36
協

定
や
年
休
に
対
し
て
の
取
組
み
、

組
合
の
あ
り
方
、
政
府
が
す
す
め

る
幼
児
・
保
育
教
育
の「
無
償
化
」

等
に
つ
い
て
交
流
し
ま
し
た
。「
職

員
個
々
の
専
門
性
で
な

く
職
員
集
団
と
し
て
の

専
門
性
」
と
い
う
記
念

講
演
で
の
言
葉
に
、
改

め
て
集
団
の
力
の
大
切

さ
、
話
し
合
う
こ
と
の

大
事
さ
を
学
ん
だ
と
の

感
想
が
多
く
出
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
「
無
償

化
」
に
伴
っ
て
、
給
食

な
ど
が
実
費
に
な
り
、

コ
ン
ビ
ニ
弁
当
を
持
っ

て
く
る
と
い
う
実
態

に
、
給
食
＝
「
食
育
」

が
脅
か
さ
れ
て
い
る
と
の
話
も
あ

り
ま
し
た
。
労
働
組
合
の
活
動
に

つ
い
て
は
、
ど
の
施
設
も
悩
み
を

抱
え
て
い
ま
し
た
が
、
今
あ
る
労

働
条
件
は
当
た
り
前
で
は
な
く
、

勝
ち
取
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
こ
う
と
確

認
し
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
は
、
５
月
２６
日
、
第
３１
回
障
害
者
・
児
童
福

祉
労
組
の
全
国
学
習
交
流
集
会
を
日
本
医
療
労
働
会
館
で
開

催
し
ま
し
た
。
翌
２７
日
は
、
厚
労
省
要
請
を
行
な
い
、
２
日

間
合
わ
せ
て
２４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

低低
いい
、、ババ
ララ
ババ
ララ
、、

支支
援援
なな
しし

日
本
の
最
低
賃
金
は
、
3
つ
の

問
題
点
が
あ
る
。
一
つ
は
、
そ
れ

だ
け
で
は
生
活
が
で
き
な
い
程
、

低
額
で
あ
る
こ
と
。二
つ
目
に
は
、

全
国
一
律
で
は
な
く
地
域
別
に
格

差
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
三

つ
目
に
は
、
最
低
賃
金
を
円
滑
に

引
き
上
げ
る
た
め
の
中
小
企
業
支

援
策
が
貧
弱
で
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
い
ま
の
最
低
賃
金
は
全
国
加

重
平
均
で
8
7
4
円
、
毎
日
8
時

間
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
も
、
月

収
13
万
円
、
年
収
1
5
0
万
円
程

度
し
か
得
ら
れ
ず
、
自
立
し
て
生

活
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
困
難
で

あ
る
。
生
活
す
る
に
は
、
長
時
間

労
働
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。ま
た
、

英
仏
独
の
7
割
程
度
と
国
際
的
に

見
て
も
日
本
の
最
低
賃
金
は
著
し

く
低
い
。

狭
い
国
土
、
同
じ
経
済
圏
に
あ

っ
て
地
域
別
に
格
差
を
つ
け
る
最

低
賃
金
制
度
を
取
っ
て
い
る
国
は

他
に
な
い
。
地
域
経
済
の
公
平
な

取
引
を
阻
害
し
、
地
方
経
済
の
疲

弊
を
招
い
る
最
悪
の
制
度
で
あ

る
。
最
低
賃
金
が
一
番
高
い
東
京

と
一
番
低
い
鹿
児
島
と
で
は
、
2

2
4
円
・
2
割
以
上
も
の
格
差
が

あ
り
、
毎
年
広
が
っ
て
い
る
。
同

じ
労
働
力
の
価
値
に
格
差
が
付
け

ら
れ
て
い
る
。
人
口
は
、
地
方
か

ら
都
市
部
へ
と
集
中
し
、
若
い
労

働
者
を
獲
得
で
き
な
い
地
方
は
疲

弊
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
い

く
ら
地
方
で
地
域
創
生
策
を
弄
し

て
も
効
果
は
薄
い
。

貧
弱
な
中
小
企
業
支
援
に
よ
っ

て
、
最
低
賃
金
は
低
く
押
さ
え
込

ま
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
社
会

保
険
料
の
事
業
主
負
担
軽
減
な
ど

で
2
兆
2
8
0
0
億
円
、
韓
国
は

5
年
で
中
小
企
業
向
け
人
件
費
支

援
に
9
8
0
0
億
円
な
ど
を
投
じ

て
い
る
。
日
本
の
執
行
額
は
87
億

円
と
極
め
て
低
い
ま
ま
で
あ
る
。

どど
ここ
でで
もも
必必
要要

１１
５５
００
００
円円
以以
上上

全
労
連
は
、「
ふ
つ
う
に
暮
ら
す

た
め
に
必
要
な
生
計
費
」
を
割
り

出
す
た
め
に
最
低
生
計
費
試
算
調

査
を
全
国
各
地
で
行
っ
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
2
つ
の
事
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。一
つ
は
、月
に
22

万
円
〜
24
万
円（
税
込
み
）の
収
入

が
必
要
で
あ
り
、
時
間
額
に
す
る

と
1
4
0
0
円
〜
1
5
0
0
円
以

上
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
二
つ
目

に
は
、物
価
は
多
少
違
っ
て
も
、ト

ー
タ
ル
な
生
活
費
ベ
ー
ス
で
は
、

全
国
ど
の
地
域
で
も
同
じ
水
準
の

生
活
費
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
日
本
の
最
低
賃
金
が
あ

ま
り
に
も
低
す
ぎ
、
地
域
別
に
ゆ

が
み
き
っ
て
い
る
こ
と
に
合
理
性

を
見
出
せ
な
い
。
賃
金
引
き
下
げ

の
規
制
に
も
な
っ
て
い
な
い
。

全
労
連
は
街
角
で
「
最
低
賃
金

が
1
5
0
0
円
に
な
っ
た
ら
何
が

し
た
い
か
？
」
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
っ
て
い
る
。
多
く
の
若
者
が

「
服
を
買
う
。
海
外
旅
行
に
い
け

る
か
も
。
美
味
し
い
物
を
食
べ

る
。
」
な
ど
と
し
、
消
費
行
動
の

活
性
化
が
期
待
で
き
る
。
一
方
、

「
貯
金
を
す
る
。
」
と
の
答
え
も

少
な
く
な
く
、
将
来
不
安
が
閉
塞

感
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
一
カ
月
間
「
最
低

賃
金
体
験
」
も
行
わ
れ
て
い
る
。

愛
知
県
労
連
で
は
、
1
0
0
人
余

り
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
86
人
が
赤

字
と
な
り
、
4
万
円
〜
5
万
円
不

足
す
る
結
果
が
で
て
い
る
。
「
病

院
に
も
行
け
な
い
し
、
飲
み
会
な

ど
友
だ
ち
付
き
合
い
も
で
き
な

い
。
我
慢
の
日
々
だ
っ
た
。
」
と

感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

要
請
の
冒
頭
、
棚
原
喜
美
枝
部

会
長
か
ら
「
①
利
用
者
の
尊
厳
を

守
る
、
②
現
場
で
働
く
者
の
権
利

を
守
る
、
③
地
域
の
福
祉
事
業
を

守
る
と
い
う
労
働
者
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
た
め
の
要
請
で
す
」

と
挨
拶
し
、
障
害
・
児
童
施
設
の

人
員
配
置
の
引
き
上
げ
を
求
め
る

署
名
・
2
2
5
団
体
分
を
手
渡
し

ま
し
た
。

要
請
に
は
15
人
が
参
加
し
、
利

用
者
本
位
の
制
度
の
実
現
や
処
遇

改
善
、
人
員
配
置
の
引
き
上
げ
な

ど
つ
い
て
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

厚
労
省
か
ら
は
、
こ
ど
も
家
庭

局
、
障
害
福
祉
部
、
労
働
基
準
局

と
、
内
閣
府
子
ど
も
・
子
育
て
本

部
が
対
応
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
地
域
の
実
態
を
明

ら
か
に
し
な
が
ら
、
障
害
サ
ー
ビ

ス
報
酬
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ま
と

も
な
事
業
運
営
が
で
き
る
よ
う
な

水
準
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
人

員
配
置
に
つ
い
て
も
、
職
員
の
実

際
の
は
た
ら
き
方
を
具
体
的
に
説

明
し
な
が
ら
、
引
き
上
げ
の
必
要

性
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。
厚
労
省

は
、
今
の
配
置
基
準
の
根
拠
に
つ

い
て
ま
と
も
に
回
答
で
き
な
い
点

も
あ
り
ま
し
た
が
、
時
々
の
実
態

に
合
っ
た
基
準
に
見
直
す
必
要
が

あ
る
と
い
う
認
識
を
示
し
ま
し

た
。
そ
の
他
、
処
遇
改
善
や
保
育

の
無
償
化
に
つ
い
て
、
消
費
税
増

税
と
は
切
り
離
し
て
実
施
す
る
こ

と
や
、
職
場
に
分
断
を
持
ち
込
む

仕
組
み
（
処
遇
改
善
）
や
給
食
費

・
行
事
費
の
有
料
化
（
無
償
化
に

伴
っ
て
）
に
つ
い
て
改
善
を
求
め

ま
し
た
。

最最
賃賃
上上
げげ
てて
、、

地地
域域
をを
元元
気気
にに
！！

最
低
賃
金
法
9
条
に
は
、
最
低

賃
金
を
決
定
す
る
3
つ
の
要
素
と

し
て
、
「
地
域
に
お
け
る
労
働
者

の
生
計
費
及
び
賃
金
並
び
に
通
常

の
事
業
の
支
払
い
能
力
を
考
慮
し

て
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
労

働
者
の
生
計
費
を
考
慮
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
労
働
者
が
健
康
で
文

化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
る
よ
う
」
と
明
記
し
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
最
低
賃
金
を

決
め
る
審
議
会
に
は
、
人
事
院
の

「
標
準
生
計
費
」
な
る
デ
ー
タ
ー

が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
税
抜
き
で

月
額
11
万
7
0
0
0
円
と
実
際
に

は
生
活
で
き
な
い
低
い
水
準
が

「
標
準
」
と
さ
れ
て
い
る
。
「
賃

金
実
態
」
や
「
企
業
の
支
払
い
能

力
」
だ
け
が
考
慮
さ
れ
、
現
状
投

影
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

最
低
賃
金
を
引
き
上
げ
て
、
労

働
者
の
生
活
を
底
上
げ
し
、
労
働

者
・
国
民
の
購
買
力
を
上
げ
て
、

地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
。
地

域
を
元
気
に
す
る
。
そ
の
た
め
に

必
要
な
中
小
企
業
支
援
策
を
洗
い

出
し
、
政
府
の
責
任
で
対
策
を
講

じ
る
。
こ
の
方
向
に
ベ
ク
ト
ル
を

変
え
る
政
治
決
断
が
必
要
で
あ

る
。こ

れ
ま
で
の
運
動
を
背
景
に
最

低
賃
金
の
抜
本
的
な
改
善
を
期
待

す
る
政
治
的
な
機
運
が
か
つ
て
な

く
高
ま
っ
て
い
る
。
参
議
院
選
挙

の
争
点
に
浮
上
さ
せ
よ
う
。
労
働

者
の
4
割
に
達
す
る
非
正
規
雇
用

労
働
者
な
ど
当
事
者
を
労
働
組
合

に
組
織
化
し
、
さ
ら
に
声
を
一
気

に
上
げ
て
、
政
治
決
断
を
迫
る
と

き
で
あ
る
。
い
ま
が
チ
ャ
ン
ス
。

全
労
連
に
加
盟
す
る
労
働
組
合
の

総
力
を
上
げ
て
た
た
か
お
う
。

最
低
賃
金
の
抜
本
的
引
き
上
げ
と

全
国
一
律
制
確
立
に
総
力
を

特特定定最最賃賃訴訴ええののポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトははココレレ!!

介
護
事
業
所
で
は
地
方
か
ら

都
市
部
へ
企
業
買
収

全
労
連
事
務
局
次
長

黒
澤
幸
一

各
地
で
特
定
（
産
別
）
最
賃
の

新
設
を
求
め
る
意
見
書
あ
が
る

看護師・介護職の看護師・介護職の

世
界
の
最
低
賃
金
制
度
は
、

全
国
一
律
制
が
主
流

地
域
間
格
差
に
よ
っ
て
人
材
の

流
出
を
懸
念
す
る
地
方
の
声

利用者の尊厳と労働者の権利守る利用者の尊尊厳厳と労働者の権権利利守る
第３１回障害者・児童福祉労組――全国学習交流集会、厚労省要請第３１回障害者・児童福祉労組――全国学習交流集会、厚労省要請

全
国
学
習
交
流
集
会

実
行
あ
る
精
神
保
健
医
療
福
祉
の

施
策
求
め
厚
労
省
交
渉

実
行
あ
る
精
神
保
健
医
療
福
祉
の

施
策
求
め
厚
労
省
交
渉

要請書を手渡す佐々木部会長（右）

厚
労
省
要
請
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今
回
の
集
会
は
、
「
貧
困
と
格

差
の
解
消
！
同
じ
仕
事
な
ら
同
じ

待
遇
を
！
と
も
に
考
え
運
動
を
つ

く
ろ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

集
会
で
は
、
非
正
規
セ
ン
タ
ー

の
柳
恵
美
子
代
表
が
主
催
者
あ
い

さ
つ
を
行
い
、
全
国
一
律
最
賃
制

度
と
大
幅
引
き
上
げ
の
運
動
を
広

げ
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
労
働
政
策
研

究
・
研
修
機
構
の
呉
学
殊
（
オ
ウ

・
ハ
ク
ス
ウ
）
さ
ん
が
韓
国
で
の

最
賃
の
大
幅
引
き
上
げ
や
非
正
規

雇
用
労
働
者
の
改
善
が
進
ん
で
い

る
事
を
紹
介
し
ま
し
た
。

続
い
て
「
8
時
間
働
け
ば
人
間

ら
し
く
暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
し

て
」
を
テ
ー
マ
に
ト
ー
ク
セ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
か
ら
は
、
関
根
恵

美
子
さ
ん
（
北
海
道
勤
医
労
パ
ー

ト
部
副
部
長
）
が
、
北
海
道
勤
医

労
の
定
期
大
会
で
生
活
や
生
命
を

守
る
「
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
」
を
テ
ー
マ
に

掲
げ
、
生
活
を
守
る
た
め
に
全
国

水
準
の
賃
金
を
要
求
す
る
事
を
目

指
し
、「
臨
時
・
パ
ー
ト
時
給
を
、

1
5
0
0
円
」
を
要
求
す
る
事
を

決
め
、
そ
の
具
体
化
と
し
て
日
本

医
労
連
「
産
別
最
賃
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
春
闘
で
パ
ー
ト
の
数
が
正
職
員

を
上
回
っ
た
支
部
団
交
で
の
前
進

と
、
「
粘
り
強
く
声
を
上
げ
続
け

る
こ
と
で
必
ず
変
え
ら
れ
る
」
と

い
う
教
訓
と
、
さ
ら
な
る
結
集
と

組
織
化
へ
の
決
意
を
報
告
し
ま
し

た
（
要
旨
は
左
）
。

集
会
後
は
、
「
賃
金
上
げ
ろ
、

雇
用
を
守
れ
」
な
ど
プ
ラ
カ
ー
ド

を
掲
げ
、
市
内
を
パ
レ
ー
ド
し
ま

し
た
。
翌
9
日
は
、
10
の
分
科
会

に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に

そ
っ
て
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

北海道勤医労では、今年度の運動のテーマ「LIFE」に沿
って、「臨時・パート時給1500円」を要求することを決め、
日本医労連の「最別最賃アクションプラン」の取り組みに
奮闘しています。北海道勤医労の関根恵美子さんが集会の
トークセッションで発表した19春闘のパート組合員の奮闘
による成果と教訓の部分（要旨）を以下紹介します。

6
月
8
日
―
9
日
、
全
労
連
非
正
規
セ
ン
タ
ー

で
「
パ
ー
ト
・
派
遣
な
ど
非
正
規
で
は
た
ら
く
な

か
ま
の
全
国
交
流
集
会
」が
山
口
県
で
開
催
さ
れ
、

2
日
間
で
7
2
0
人
が
参
加
し
、
日
本
医
労
連
か

ら
は
76
人
の
仲
間
が
、
全
国
の
仲
間
た
ち
と
大
い

に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

私の職揚、訪問介護の現状についてお話しします。私は介護福祉士で現
在パートヘルパーとして働いています。初めは登録ヘルパーで採用され、
当時は時給1200円でしたが利用者の入院等による派遣中止で収入が不安定
であったことから、組合が是正を要求した結果、全員がパート職員となり
ました。収入は安定したものの、時給は低く初任者研修の介護職で870円か
らのスタートです。わずか2円ずつの昇給も資格により勤続12年目までし
か上がらず、この賃金では募集をかけても人は集まりません。介護現場、
特に訪問介護においては高齢化が進み私の職揚では60歳以上が3分の2を

占めてい
ますが、
更に60歳
になると
正職員は
「高齢者
雇用継続
給付金」

の受給を理由に賃金が6割～9割まで下がる「特号俸」が適用されます。
パート職員も同様に特号俸が適用され、4号俸まで下がってしまいます。
なぜか介護福祉土と保育士だけが1号俸まで下がり時給が6円も下まわる
事に不満の声が年々高まりました。今春闘では賃金・一時金の要求を全国
に結集するとともに、特号俸の廃止、介護福祉士と保育士の特号俸を他職
種と同様4号俸に是正するよう法人に強く要求しました。支部団交では生
活実態や労働実態の過酷さ、時給が低いために人手不足が加速している事
を管理部側に訴えた結果、医療分野（医科・歯科・薬局）の法人で時給10
円のベースアップの回答がありました。法人経営が厳しい中、昇給制度が
確立して以来9年ぶりに臨時・パート職員のベアが実現出来ました。残念
な事に私達介護法人にはベースアップ回答はありませんでしたが、介護福
祉士と保育士の号俸を4号俸に是正する回答を引き出しました。他にもパ
ート調理職員に早出手当1回200円の支給、臨時・パート職員の年末一時金を正職
員と同一支給日とする事もかち取りました。正職員の支給日が12月12日なのに対
して、臨時・パート職員の支給日は12月25日でした。金融機関の休業日によって
は26日支給という年もあり、パート組合員からは「この支給日では楽しみにして
いる子供たちにクリスマスプレゼントを用意する事も出来ない」という切実な思
いから長年訴え続けてきた要求です。以上が私達の闘いの到達です。
今春闘の支部団交ではパートの参加が正職員を上回りました。この時給では生

活出来ない事、介護職だけでなく調理職も退職が多くこの賃金・待遇では募集を
しても人は集まらす、少ない人員で現場を守る事も難しくなっている。とにかく
時給を上げる事が急がれる等と全員が訴えました。初めて参加した人も自分の言
葉で実態を訴えました。粘り強く声を上げ続ける事で今春闘の前進回答を引き出
させたように、必ず変えられる事を組合員・職員に知らせ、更なる結集と組織化
に繋げたいと思っています。

共
済
推
進
、
と
り
わ
け
実

務
を
担
当
さ
れ
て
い
る
皆
さ

ん
に
好
評
い
た
だ
い
て
い
る

「
共
済
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
今

年
も
作
成
し
ま
し
た
。
6
月

下
旬
に
発
送
し
ま
す
。

こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
「
新

規
加
入
は
毎
月
15
日
締
切
で

翌
月
1
日
に
効
力
発
生
」「
給

付
請
求
は
毎
月
15
日
ま
で
に

共
済
事
業
局
に
到
着
し
た
分

は
、
月
末
に
給
付
、
月
末
ま

で
に
到
着
し
た
分
は
、
翌
月

15
日
に
給
付
」
「
口
座
振
替

は
月
末
ま
で
に
振
替
用
紙
が

届
い
た
分
は
翌
々
月
の
5
日

か
ら
振
替
開
始
／
5
日
が
土

・
日
・
祝
の
場
合
は
翌
日
」

な
ど
、
担
当
者
が
押
さ
え
て

お
き
た
い
毎
月
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
や
、
医
労
連
の
運
動
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
掲
載
さ
れ
て

い
て
、
と
て
も
便
利
で
す
。

ま
た
、
時
期
が
限
定
さ
れ

て
い
る
年
金
共
済
の
募
集

や
、
セ
ッ
ト
共
済
の
見
直
し

が
で
き
る
継
続
手
続
き
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
あ
り
、
宣
伝

や
説
明
会
の
計
画
を
つ
く
る

上
で
も
重
宝
し
ま
す
。

さ
ら
に
月
ご
と
に
医
労
連

共
済
の
紹
介
も
充
実
し
て
い

ま
す
。
「
医
労
連
共
済
っ
て

？
」
「
な
ん
で
火
災
共
済
が

必
要
な
の
か
わ
か
る
？
」「
あ

な
た
の
職
場
は
大
丈
夫
？
職

場
環
境
チ
ェ
ッ
ク
表
」な
ど
、

チ
ラ
シ
に
も
使
え
る
内
容
が

満
載
で
す
。
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

政
府
は
労
働
力
不
足
対
策

と
し
て
、
外
国
人
労
働
者
の

受
け
入
れ
を
拡
大
し
て
い
ま

す
。
安
価
な
労
働
力
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
留
学

生
と
技
能
実
習
生
で
す
。
留

学
生
は
、
今
や
飲
食
業
や
コ

ン
ビ
ニ
に
不
可
欠
な
労
働
力

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

半
数
は
時
給
1
0
0
0
円
未

満
で
働
い
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
世
界
か
ら
奴
隷
労
働
と

批
判
さ
れ
る
技
能
実
習
生

も
、
前
年
よ
り
約
20
％
も
増

え
て
い
ま
す
。

外
国
人
労
働
者
の
労
働
環

境
と
生
活
の
厳
し
さ
は
、
来

日
し
て
間
も
な
い
健
康
な
若

者
た
ち
が
、
毎
年
30
人
前
後

も
過
労
死
・
過
労
自
殺
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
容
易
に
想

像
で
き
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
で
あ
っ
て

も
、
安
倍
政
権
は
、
2
0
1

7
年
11
月
か
ら
在
留
期
間
2

年
も
の
延
長
と
介
護
分
野
へ

の
実
習
生
の
受
け
入
れ
を
決

め
ま
し
た
。介
護
分
野
で
は
、

最
大
で
職
員
の
半
数
を
技
能

実
習
生
に
で
き
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

入
管
法
「
改
正
」
で
単
純
労

働
に
ま
で
拡
大

入
管
法
の
改
正
で
、
こ
れ

ま
で
受
け
入
れ
を
禁
止
し
て

き
た
単
純
労
働
者
に
ま
で
拡

大
を
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。す
で
に
、Ｅ
Ｐ
Ａ
で
看
護

・
介
護
の
人
材
を
受
け
入
れ

て
き
ま
し
た
。
Ｅ
Ｐ
Ａ
で
は

在
留
資
格
に
「
介
護
」
を
追

加（
介
護
福
祉
士
）、
外
国
人

研
修
制
度
・
技
能
実
習
生
制

度
に
「
介
護
」
が
追
加
さ
れ

る
な
ど
、
少
し
ず
つ
広
げ
る

措
置
が
と
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、
単
純
労
働
に
対
し
て
門

戸
を
開
い
て
い
く
こ
と
は
禁

止
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
を
、

一
定
の
知
識
・
経
験
を
要
す

る
業
務
に
就
く
「
特
定
技
能

1
号
」（
最
長
5
年
）、
熟
練

し
た
技
能
が
必
要
な
業
務
に

就
く「
特
定
技
能
2
号
」（
在

留
期
間
の
更
新
可
能
）
を
設

定
し
て
、
在
留
資
格
を
与
え

る
と
い
う
も
の
で
、
介
護
も

そ
の
中
に
入
っ
て
い
ま
す
。

政
府
は
新
資
格
に
よ
っ
て

介
護
や
農
業
、
建
設
な
ど
14

分
野
の
受
け
入
れ
を
進
め
る

と
し
て
い
ま
す
。
法
務
省
の

改
正
案
は
、
受
け
入
れ
対
象

を
「
人
材
を
確
保
す
る
こ
と

が
困
難
な
状
況
に
あ
る
」
分

野
と
し
、
具
体
的
な
業
種
は

分
野
別
の
運
用
方
針
で
定
め

る
と
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
地
ブ
ロ
ー
カ

ー
が
大
学
へ
売
り
込
み
を
図

っ
て
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
・
施
設

・
大
学
の
三
者
連
携
に
よ
る

大
規
模
な
動
き
が
す
で
に
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
大
学
も
定

員
確
保
で
き
ず
に
い
る
た
め

前
向
き
な
と
こ
ろ
も
あ
り
、

現
場
も
人
材
不
足
で
の
り
気

と
な
っ
て
い
て
、
い
っ
き
に

動
き
だ
す
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
日
本
語
学
校
を
使
っ
て

入
国
し
、
介
護
現
場
に
で
る

道
を
探
る
動
き
も
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

検
討
す
べ
き
課
題
は
様
々

日
本
は
こ
れ
ま
で
外
国
人

労
働
者
に
対
し
て
、
正
面
か

ら
門
戸
を
開
け
る
こ
と
は
一

切
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

実
習
生
と
か
Ｅ
Ｐ
Ａ
と
い
う

形
で
、
勝
手
口
や
裏
口
か
ら

入
れ
て
も
正
面
か
ら
入
れ
な

い
と
い
う
こ
と
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
人
権
問
題
な
ど
が

起
き
て
も
正
面
か
ら
向
き
合

お
う
と
し
な
い
、
不
法
就
労

で
あ
っ
て
も
事
実
上
目
を
つ

ぶ
っ
て
放
置
を
す
る
と
い
う

状
況
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

難
民
の
受
け
入
れ
も
大
き
な

問
題
と
な
り
、
入
管
の
人
権

侵
害
も
問
題
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
問
題
を
放
置
し

た
ま
ま
外
国
人
の
受
け
入
れ

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
れ

ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
悲
劇
が
さ

ら
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。同
時
に
、

日
本
の
介
護
労
働
の
大
変
厳

し
い
状
況
を
、
放
置
し
た
ま

ま
で
受
け
入
れ
て
い
け
ば
、

労
働
条
件
を
全
体
と
し
て
押

し
下
げ
て
い
く
事
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
国
内
の
問
題
も

あ
わ
せ
て
見
直
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
、
国

境
を
越
え
て
人
が
自
由
に
行

き
交
う
と
い
う
状
況
は
、
簡

単
に
は
止
め
ら
れ
な
い
時
代

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
う

し
た
中
で
国
際
的
な
ル
ー
ル

を
ど
う
作
っ
て
い
く
の
か
と

い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
議
論

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
単
純
な
鎖
国
論
、
単
純

な
開
国
論
で
は
対
応
し
き
れ

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
状
況

も
あ
り
、
ど
う
対
応
し
て
い

く
か
考
え
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

鎌
倉
幸
孝

訴訴

動動

え
広
が
る

え
広
が
る

け
ば
変
わ
る

け
ば
変
わ
る

共済カレンダーご活用ください

外国人労働者受入れ―問題放置は許されない

関
根
恵
美
子
さ
ん
（
北
海
道
勤
医
労
パ
ー
ト
部
副
部
長
・
在
宅
支
部
副
委
員
長
）
の
発
言
要
旨

左
か
ら
2
番
目
が
関
根
さ
ん

右
端
が
鹿
児
島
県
医
労
連
書
記

長
・
池
田
勝
久
さ
ん

パ
ー
ト
・
派
遣
な
ど
非
正
規
で
は
た
ら
く
な
か
ま
の
全
国
交
流
集
会


